
令和 7 年度 学校自己評価計画の最終報告書 

重 点 目 標 具 体 的 取 組 主 担 当 
実 現 状 況 の 達 成 度  

判 断 基 準 
集計結果()内は前期 

分析（成果と課題）及び次年度の扱い（改善策等） 

１ GIGAスク
ール構想
の充実に
向け、ICT
の効果的
な活用を
通じ、主
体的・対
話的で深
い学びを
実現する
ための授
業改善に
努め、生
徒の主体
的な学び
による確
かな学力
の育成を
図り、進
路実現に
つなげる
。 

①  ICTの効果的な
活用とともに、
研究授業、相互
参観授業を通し
て授業改善を図
り、探究的な学
習活動や質の高
いグループ活動
を取り入れた授
業を実施する。 

教務課 「効果的なICTの活用など
工夫された授業が行われて
いる」の項目においてＡ評
価が 
Ａ ６５％以上 
Ｂ ６０％以上 
Ｃ ５０％以上 
Ｄ ５０％未満 

生徒による授業評価アンケ
ートで ５４．２％ 

（５２．３%） 
→評価【Ｃ】（Ｃ） 
 

授業において、生徒が Chromebook を活用する場面は、視覚
的に分かりやすい教材提示や教材配布時間の短縮などの点
で効果を上げており、確実に増加している。Chromebook の利
用はすでに定着しており、来年度はさらに効果的な活用を目
指して、教員間での情報交換をより一層活発にしていきた
い。 

「授業を通じて学力がつい
てきている」という肯定的
評価が 
Ａ ８５％以上 
Ｂ ８０％以上 
Ｃ ７５％以上 
Ｄ ７５％未満 

生徒による授業評価アンケ
ートで ８６．７％ 
   （８６．０％） 

 
→評価【Ａ】（Ａ） 

各教科において、主体的・対話的で深い学びの実現に向け
た授業改善に取り組んでいる。今後もこの取り組みをさら
に発展させるとともに、知識を関連付けて深く思考させた
り、解決策を考えさせたりする探究的な学習活動を取り入
れた授業を展開し、確かな学力の育成を図っていきたい。 

② 「総合的な探究
の時間（西高プ
ロジェクト）」の
活動を通して、
主体的・探究的・
協働的に学び活
動する態度を養
う。 

探究課 生徒アンケートで「主体的・
探究的・協働的に取り組ん
だ」とする肯定的評価が 
 Ａ ９５％以上 
Ｂ ９０％以上 

 Ｃ ８５％以上 
 Ｄ ８５％未満 

年度末の振り返りの時間に
アンケートで 
１年 ９７．１％ 
→評価【Ａ】 
２年 ９８．８％ 

→評価【Ａ】  

1年生は、地域・外部機関との連携を拡充し、実社会と結び
付いた課題設定を推進したこと、２年生は自ら課題を設定し
、探究サイクル（問いの設定・調査・分析・まとめ・発表）
の過程を経験できたことや活動内容が生徒の興味と合致し、
主体的な参加が自然に促されたことが効果的に機能してい
る。来年度は、探究サイクルを一層体系化し、段階的な指導
の充実を図る。 

③ 家庭学習時間量
調査を実施して
現状を把握・分
析し、指導する
ことで進路実現
に向けた学習時
間の確保を促す
。 

教務課 家庭学習時間が「学年＋１
時間」に達している生徒の
割合が 
Ａ ６０％以上 
Ｂ ４０％以上 
Ｃ ２０％以上 
Ｄ ２０％未満 

家庭学習時間量調査で 
    
１年 ５３．６％【Ｂ】 
２年 ２４．７％【Ｃ】 
３年 ３５．０％【Ｃ】 
全体 ３７．８％【Ｃ】 
 

家庭学習時間が「学年＋1 時間」に達している生徒の割合は、
昨年度と比較すると、1 年生では減少した一方で、3 年生で
は増加した。次年度は、生徒一人一人が進路目標を明確にで
きるよう支援し、内発的な動機付けを高めることで、家庭学
習のさらなる充実を図りたい。また、生徒が自発的に学習に
取り組み、探究的な学びを深められるよう、課題の在り方や
提示の方法についても工夫していきたい。 

④ 校外模試のデー
タを教科と学年
が連携をとって
分析し、方策を
検討することで
、学力向上に結
び付ける。 

進路指導課 
１・２ 
学年 

１，２年１月の校外模試３
教科型偏差値５２以上の生
徒の受験者全体に対する割
合が 
Ａ ４０％以上 
Ｂ ３５％以上 
Ｃ ３０％以上 
Ｄ ３０％未満 

※１・２年別に達成を判断する 

当該模試の結果で 
１年 ２７．７％ 
→評価【Ｄ】 
 
２年 ３１．９％ 
→評価【Ｃ】 
 

1年生の結果は1月【Ｄ】である。 
3教科の中では、国語が偏差値５０．６と健闘している。数
学英語においては偏差値５０以下であり、課題が多い。進
路目標の設定と併せて、学習に取り組ませる姿勢を熟成さ
せていきたい。 
2年生の結果は1月【Ｃ】である。 
ここ数年の中では上位層が多く、今後は中位層の底上げが
必要となってくる。共通テスト模試の結果と併せて、今後
の指導の指針としていきたい。 

進路指導課 
３学年 

１０月の校外記述模試平均
偏差値(文系国数英・理系数
英理)５０以上の生徒の受
験者全体に対する割合が 
Ａ ３０％以上 
Ｂ ２５％以上 
Ｃ １５％以上 
Ｄ １５％未満 

１１月の共通テスト模試総
合偏差値（文系 6-9 型、理系
6-8 型）５２以上の生徒の受
験者全体に対する割合が 
Ａ ２５％以上 
Ｂ ２０％以上 
Ｃ １５％以上 
Ｄ １５％未満 

3 年 10 月の校外記述模試 
平均偏差値５０以上の生徒 
47 名(22+25) ２４．２％ 
→評価【Ｃ】 
 
 
3 年 11 月の共通テスト模試 
総合偏差値５２以上の生徒 
34 名(25+9)  １２．８％ 
→評価【Ｄ】 

3年生の結果は10月記述【Ｃ】11月共テ模試【Ｄ】である。 
人数的には昨年度並みである。昨年度から「情報」も加わ
り、教科数が増えたことや試験時間の延長による問題量の
増大の影響から、全9科目及び8科目をそろえることが難し
くなっている。この指標では見えにくいが、全科目ではな
く、科目を一部に絞り、突出した結果を出している生徒も
いる。入試方法は年々変化しており、全ての科目ではなく
、個々の志望に併せた進路指導が必要となってきている。
個々の成績にフォーカスしながら進路指導を進めていきた
い。一方で各科目においても、分野別の分析などを徹底し
、全体の底上げをしていく必要があると考えられる。 

⑤ 進路学習を充実
させることで、
高い進路目標を
持たせ、最後ま
で目標実現のた
め努力を継続さ
せる指導を行う
。 

進路指導課 ①難関国立大学、金沢大学
に１０名以上合格 
②北信越地区の国立大学に
４０名以上合格 
③北信越地区の国公立大学
に合計９０名以上合格 
Ａ ３項目クリア 
Ｂ ２項目クリア 
Ｃ １項目クリア 
Ｄ クリアなし 

年度末の実績で 
①難関国立大学１名、金沢
大学１２名、②北信越地区
国立大学６４名、③北信越
地区国公立大学１２３名 
→評価【Ａ】 

国公立大学の入試において、生徒は総合型選抜、学校推薦
型選抜の準備を２年生から行い、後期日程まで進路目標を
見失うことなく多数が受験をした。このことで後期日程か
らも多くの合格者数が出たことにより、３項目を達成する
ことができた。次年度は今年度の取り組みを活かしつつ、
様々な状況の変化、各大学の個別変更に対応できるように
準備し、生徒の進路実現につなげたい。 

 
２ 

組織的な
教育活動
を通して
、生徒の
規範意識
を高め、
将来の主
権者とし
ての自覚
を促し、
自立した
社会人た
る判断力
・行動力
を養う。 

①  挨拶運動を通し
て生徒会執行部
と協力し合い、
学校全体の活性
化を図る。自ら
発する伝わる挨
拶を実践し、社
会人として必要
なコミュニケー
ション能力を養
う。 

生徒課 生徒アンケートから、「積極
的に挨拶を行った」が 
Ａ ９５％以上 
Ｂ ９０％以上 
Ｃ ８５％以上 
Ｄ ８５％未満 

年度末の実績で 
    ８２．６％ 
→評価【Ⅾ】 

自ら進んで挨拶できる生徒が昨年より２．４％減っている

。挨拶を通じたコミュニケーションの意識が近年薄れてき

ているように感じる。挨拶が他者との関係性を構築するた

めの大切な行為であることを生徒たちに意識させたい。 

②  様々な交通安全
指導から、自転
車乗車マナーの
向上を意識し、
交通社会の一員
としてルールの
遵守、安全への
配慮等、事故防
止に向けた注意
力、判断力を身
に付けさせる。 

生徒課 自転車乗車違反件数が、年
度末累計で、 
 Ａ １０件未満 
 Ｂ ２０件以下 
Ｃ ３０件以下 
Ｄ ３１件以上 

石川県警察本部交通違反指
導状況データより 
４－１２月集計１１８件 
→評価【Ⅾ】 

１２月末時点で１１８件と昨年より３０件少ない件数であ
った。来年度から道路交通法の改正により、自転車の罰則
金が施行されるので、金沢西警察署と連携して交通安全や
ルール遵守の規範意識の向上心を高め、交通社会の一員と
して更なる自覚を強く促す指導が必要である。 



③  いじめは絶対に
許されない行為
であることを周
知し、他者の心
情を配慮できる
思いやりの心を
醸成する。また、
未然防止に取り
組みながら、居
心地の良い学校
づくりに努めて
いく。 

生徒課 「互いを尊重できる居心地
の良い学校であるか」のア
ンケートから、肯定的評価
が 
 Ａ ９５％以上 
 Ｂ ９０％以上 
Ｃ ８５％以上 
Ｄ ８５％未満 

生徒による学校評価アンケ
ートで 
    ９３．１％ 
   （９１．０％） 
→評価【Ｂ】(Ｂ) 
 
 

今年度はいじめ案件が１件あり引き続き対応している。引
き続きいじめ認知のアンテナを高くし、いじめは許されな
いという意識を強く持たせていきたい。 

④ 自己管理能力を
高めるために、
自らの健康問題
にしっかりと向
き合う態度を養
う。 

保健相談課 
各学年 

歯科の受診率が 
Ａ  ７０％以上 
Ｂ   ６０％以上 
Ｃ   ５０％以上 
Ｄ   ５０％未満 

年度末の実績で 
  ８５.５％ 
→評価【Ａ】 

担任および学年主任の協力を得て、受診が必要な生徒への
声かけや、保護者懇談時における受診勧告書の配布などの
取り組みを継続して実施した。保健室では個別の保健指導
を行い、その結果、受診率の改善が見られた。次年度は、
健康観察の入力率向上に取り組みたい。 

 
３ 

文武両道
の実践の
もと、部
活動の効
率的な活
動と更な
る活性化
を図り、
心身の錬
磨を通し
て、人間
力を高め
チャレン
ジ精神を
培う。 

①  運動部・文化部
の活動環境の支
援及び改善を図
りながら活動内
容 を 充 実 さ せ
る。 

生徒課 「充実感や達成感を感じら
れる部活動が行えている
か」の肯定的評価が 
Ａ ８５％以上 
Ｂ ８０％以上 
Ｃ ７０％以上 
Ｄ ７０％未満 

生徒による学校評価アンケ
ートで 
    ９０．６％ 
      （９４．０％） 
→評価【Ａ】(Ａ) 
 

部活動での充実感や達成感が得られたという数値が９０％
を超えているが、能動的に個々が活動しているかは疑問に
感じることがある。ただ試合に勝つというだけでなく人間
形成の場として部活動を充実したものにできるよう取り組
みたい。 

②  運動部・文化部
ともに計画的か
つ効率のよい練
習を行い、好成
績につなげる。 

生徒課 （運動部） 
県高校総体総合成績が 
Ａ １０位以内 
Ｂ ２０位以内 
Ｃ ３０位以内 
Ｄ ３１位以下 

 
（文化部） 
各種大会・コンクールにお
ける年間の獲得賞状枚数が 
Ａ ３０枚以上 
Ｂ ２０枚以上 
Ｃ １０枚以上 
Ｄ １０枚未満 

（運動部）県高校総体総合
成績 総合２１位 
→評価【Ｃ】 
 
 
 
 
（文化部）年間の獲得賞状
枚数 ２６枚 
→評価【Ｂ】 
 

運動部の県高校総体総合成績は２１位と昨年より順位を２
つ落とす結果となった。次年度は順位を一つでも上げるよ
う環境整備を行っていきたい。 
文化部の表彰枚数が昨年の２１枚から２６枚という結果で
あった。この成果は、部員一人ひとりが着実に実力を蓄え
た結果である。今後、生徒に対してよりきめ細やかな支援
や指導を行うことで、さらなる入賞者の増加を目指す。 

 
４ 

ボランテ
ィア等の
諸活動や
情報の発
信を通し
て、保護
者、地域
との連携
を密にし
、信頼さ
れ支援さ
れる学校
づくりを
行う。 

① 学校教育活動に
ついて、ホーム
ページやメール
配信、学年通信
等による積極的
な配信に努め、
保護者や地域の
方の一層の理解
・協力を得る。 

教務課 
総務課 
各学年 

「学校の情報提供は十分に行わ

れている」という保護者が 

Ａ ９０％以上 

Ｂ ８５％以上 

Ｃ ８０％以上 

Ｄ ８０％未満 

保護者による学校評価アン
ケートで 
肯定的評価８８．９％ 
（８７．０％） 
→評価【Ｂ】（Ｂ） 

教育活動の内容をHP、学年通信、メール配信等によりこま
めに情報提供した結果、高い評価になっている。来年度は
、より多くの保護者に年度当初にメールの設定をしてもら
えるようにしたい。 

教育ウィーク、進路説明会等で

の保護者の来校のべ人数が 

 Ａ １０００名以上 

 Ｂ ８００名以上 

Ｃ ６００名以上 

 Ｄ ６００名未満 

年度末の実績で評価 
２，５５１名（R6 年度：979
名） 
→評価【Ａ】 

PTA総会や３年進学講演会などに多くの保護者が来校された
。特に西高祭では保護者・卒業生のみ入場可能にも関わら
ず、約1,400名が来校された。 

② 主体的な学習の

基盤となる豊か

な知識と思考力

・判断力を身に

つけるため、各

分掌や学年、教

科と連携し、生

徒の読書活動を

促進する。 

総務課 図書館の貸出冊数生徒１人
あたり１月末までで 
 Ａ ４冊以上 
 Ｂ ３冊以上 
Ｃ ２冊以上 

 Ｄ ２冊未満 

４月～１月集計 
０．９冊 
（R６年度：１．７冊） 
→評価【Ｄ】 

昨年度と比べて貸出冊数が半減している。読書離れが進ん
でいるのが現状である。昼休みや放課後の図書館利用も少
なく、授業での図書館利用も少ない。クロムブックやパソ
コンなどネットを活用した学習が増えていて、紙の本の利
用が減っている。次年度はデジタルデトックスや気分転換
で読書をすすめるような啓発活動を図書館や図書委員会で
発信していき、読書する習慣を身につけてもらえるように
取り組んでいきたい。 

③ 学年・委員会・部
活動による地域
貢献や学校行事
のサポートを行
い、ボランティ
アへの関心を高
める。 

生徒課 ボランティア活動に参加し
た学年・委員・部活動の人数
が 
Ａ １５０人以上 
Ｂ １００人以上 
Ｃ  ５０人以上 
Ｄ ５０人未満 

吹奏楽部    ２４名 
図書委員会    ５名 
金沢マラソン １３０名 
→評価【Ａ】 

ボランティア活動の周知に当たっては、部活動やボランテ
ィア委員会といった団体単位の参加だけでなく、個人単位
での参加も促すため、Googleフォームを活用して募集を行
った。今後もわらべ保育園への読み聞かせや音楽会、金沢
マラソンなど地域社会への貢献やボランティア活動への関
心を高めていきたい。 

５ 「教職員
の多忙化
改善に向
けた取組
方針」を
踏まえ、
業務の平
準化と見
直し・精
査・改善
を通じ教
職員の時
間外勤務
縮減を推
進し、ワ
ークライ
フバラン
スを意識
した業務
改善につ
ながる学
校マネジ
メントを
推進して
いく。 

①  定時退庁日等の
設定や会議の効
率化を図り、タ
イムマネジメン
トの意識を高め
る。また、ワーク
ライフバランス
を常に意識し、
具体的な取組を
実践する。 

教頭 具体的な取組を実践し、時
間外勤務が減少した教職員
の割合が 
 Ａ ８０％以上 
 Ｂ ６０％以上 
 Ｃ ４０％以上 
 Ｄ ４０％未満 

教職員へのアンケートおよ
び勤務時間調査で 
   ６７．３％ 
  （６７．３％） 
→評価【Ｂ】（Ｂ） 
 
 

全国的、全職種的に徐々に浸透していっている多忙化改善に
おいて教職員自身が多忙化を改善しようという心がけを行
い、自ら勤務時間を適切に管理したことにより少しずつであ
るが前進している。定期試験期間では、生徒の下校時間を早
めに設定した。部活動では、積極的に外部指導員を登用する
ことで教職員の業務負担を軽減し、教職員の時間の融通を図
った。その結果、教職員に時間的なゆとりが生まれ、有給休
暇の取得率向上へとつながった。また、試験採点への自動採
点システムの活用を推進したことにより、採点業務の時間が
大幅に削減された。更なる策を講じたい。 

  


